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SPring-8/SACLA COMMUNICATIONS

公益財団法人高輝度光科学研究センター
利用推進部　利用情報課

１. 概要

　SPring-8/SACLA 利用研究者が発表した論文の総数と被引用数
●集計対象論文：SPring-8/SACLA 成果登録DBに登録された成果中、サイテーション値の取得が可能な論文に
ついて集計した。

SPring-8/SACLA
研究成果公表 論文サイテーション数調査 -2016-

●集計対象 BL*5

共用 BL --- 計26本
BL01B1　BL02B1　BL04B1　BL08W　BL09XU　BL10XU　BL39XU　BL41XU　BL47XU　BL25SU　BL27SU 
BL02B2　BL04B2　BL20B2　BL28B2　BL40B2　BL40XU　BL43IR　BL38B1　BL46XU　BL13XU　BL20XU　
BL35XU　BL19B2　BL37XU　BL14B2

専用 BL --- 計20本
BL14B1　BL23SU　BL24XU　BL11XU　BL16XU　BL16B2　BL44XU　BL33LEP　BL12B2　BL15XU　BL32B2*4 
BL12XU　BL22XU　BL08B2　BL33XU　BL03XU　BL07LSU　BL28XU　BL36XU　BL31LEP

理研 BL --- 計 9本
BL45XU　BL44B2　BL29XU　BL19LXU　BL26B1　BL26B2　BL17SU　BL32XU　BL43LXU

●備考
*1：成果登録 DB に登録された原著論文／博士論文／査読付きプロシーディングで、Thomson Reuters 社 Web of Science のサイテーショ

ン値を確認出来る論文数。
*2：2016年は、2016年1月1日から2016年4月30日までに発行された論文を集計対象とした。それ以外は、各年1月1日から12月31日

までに発行された論文を集計対象とした。
*3：複数の BL に関連する成果は、それぞれの集計値に重複して集計した。
*4：BL32B2（創薬産業 BL）は、専用 BL に含めた（2012/3/29に設置期間終了）。
*5：調査時における供用開始から2年以内の BL は対象外とした。
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SPring-8/SACLA 通信

【SPring-8】
BL 種別論文数、トップ10%、トップ1% 論文割合

【SACLA】
発行年別論文数、トップ10%、
トップ1% 論文割合

２. SPring-8/SACLA を用いた総論文数とそれらの被引用状況

【SPring-8】（被引用状況：トップ10%、トップ1%） 【SACLA】（被引用状況：トップ10%、トップ1%）

３. SPring-8における総論文数と被引用回数トップ10％論文割合

●備考
*1：論文数は、Thomson Reuters 社 InCites Benchmarking を用いてサイテーション値を確認できるドキュメントタイプ Article と

Review を集計対象とした。
*2：論文被引用回数トップ10% 割合、及びトップ1% 割合は、 Thomson Reuters 社 InCites Benchmarking より集計した。

●備考
*1：被引用数確認は、Thomson Reuters 社 InCites Benchmarking を用い、ドキュメントタイプArticle と Review を集計対象とした。
*2：被引用回数トップ10% 割合は、 Thomson Reuters 社 InCites Benchmarking より集計した。
*3：2013年発行分から、 SPring-8/SACLA 利用研究成果集を集計に加えた。
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SPring-8/SACLA COMMUNICATIONS

４. SPring-8利用の年別発行総論文数と平均被引用数（2005-2015）

５. SPring-8の BL 別累積論文数と累積被引用数の比較（2005-2015）

*1：検索 DB（Thomson Reuters Web of Science）未登録のため、被引用数が確認出来ない論文は「被引用数未確認」に計上する。
2013年発行分から、 SPring-8/SACLA 利用研究成果集を集計に加えた。

*1：検索 DB（Thomson Reuters Web of Science）未登録のため、被引用数が確認出来ない論文は「被引用数未確認」に計上する。
2013年発行分から、 SPring-8/SACLA 利用研究成果集を集計に加えた。

*2：一つの論文が異なる複数の BL に関わる共通の成果とみなせる場合、各 BL それぞれに計上する。
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SPring-8/SACLA 通信

６. SPring-8の BL 別年間総論文数と総被引用数の比較（2014年の発表論文）

７. 2014年発行論文の被引用数ベスト10

SPring-8/SACLA 利用関連論文の被引用数ベスト10（2014）

*1：検索 DB（Thomson Reuters Web of Science）未登録のため、被引用数が確認出来ない論文は「被引用数未確認」に計上する。
2013年発行分から、 SPring-8/SACLA 利用研究成果集を集計に加えた。

*2：一つの論文が異なる複数の BL に関わる共通の成果とみなせる場合、各 BL それぞれに計上する。


